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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年10月21日(2021.10.21)

【公表番号】特表2020-531500(P2020-531500A)
【公表日】令和2年11月5日(2020.11.5)
【年通号数】公開・登録公報2020-045
【出願番号】特願2020-510573(P2020-510573)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 231/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 237/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  231/12     　　　　
   Ｃ０７Ｃ  237/12     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】令和3年8月19日(2021.8.19)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３０６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３０６】
　一実施形態では、形態Ａは、概して：ａ＝１０．１Å、ｂ＝１０．９Å、ｃ＝３２．７
Å、α＝９０°、β＝９０°、及びγ＝９０°の単位格子寸法を有する。一実施形態では
、形態１は、概して：ａ＝１０．０７Å、ｂ＝１０．８９Å、ｃ＝３２．７０Å、α＝９
０°、β＝９０°、及びγ＝９０°の単位格子寸法を有する。一実施形態では、形態１は
、概して：ａ＝１０．０６６Å、ｂ＝１０．８８７Å、ｃ＝３２．６９８Å、α＝９０°
、β＝９０°、及びγ＝９０°の単位格子寸法を有する。一実施形態では、形態１は、Ｐ
２１２１２１の空間群の単位格子を有する。一実施形態では、形態１は、約３５８３．０
Å３／格子の体積を有する。一実施形態では、形態１は、Ｚ値８を有する。一実施形態で
は、形態１は、約１．２４０ｇ／ｃｍ３の密度を有する。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３１４】
　６．実施例
　本明細書中で使用する場合、これらのプロセス、スキーム、及び実施例で使用する記号
及び慣習は、特定の略語が具体的に定義されているかどうかに関わらず、現在の科学文献
、例えば、Ｊｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ａｍｅｒｉｃａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｓｏ
ｃｉｅｔｙまたはＪｏｕｒｎａｌ　ｏｆ　Ｂｉｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙで
使用されているものと一致するものとする。具体的には、実施例及び明細書全体において
以下の略語を使用する場合があるが、これらに限定されない：ｇ（グラム）；ｍｇ（ミリ
グラム）；ｍＬ（ミリリットル）；μＬ（マイクロリットル）；Ｍ（モル）；ｍＭ（ミリ
モル）；μＭ（マイクロモル）；ｅｑ．（当量）；ｍｍｏｌ（ミリモル）；Ｈｚ（ヘルツ
）；ＭＨｚ（メガヘルツ）；ｈｒまたはｈｒｓ（時間）；ｍｉｎ（分）；及びＭＳ（質量
分析）。特に明記しない限り、本明細書中で提供する化合物の水分含有量は、カールフィ
ッシャー（ＫＦ）法によって測定する。
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【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３４３】
　この合成経路を使用して、ラセミ出発物質から開始するか、または立体中心をラセミ化
することにより、ラセミ化合物８を作成することができる。ラセミ化合物８の１つの結晶
形を同定し、これをラセミ化合物８の形態Ａと呼ぶ。この形態を、ＸＲＰＤ及びＤＳＣに
よって特徴決定し、代表的な結果を図７（ＸＲＰＤ）及び図８（ＤＳＣ）に示す。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３４４】
工程３：化合物１の合成
【化１５９】

　化合物８（１０．０ｇ、１×ｗｔ）、１０％Ｐｄ／Ｃ（０．２５０ｇ、０．０２５×ｗ
ｔ）及びＭｅＯＨ（１００ｍＬ、１０倍量）を反応器１に投入した。２倍～２０倍量のＭ
ｅＯＨを用いることができる。ＭｅＯＨに加えて別のアルコール溶媒として、エタノール
、イソプロパノール、１－プロパノール、ブタノールが挙げられる。また、溶媒には、Ｔ
ＨＦ、２－ＭｅＴＨＦ、ＭＴＢＥ、酢酸イソプロピル、酢酸エチル、ＤＭＦ、ＤＭＡｃま
たはＮＭＰも含まれ得る。５％～１０％のＰｄ／Ｃを用いることができる。さらに、それ
を乾式または湿式で用いることができる。触媒として、炭素、アルミナ、アルカリ土類炭
酸塩、粘土、セラミック及びセライトを含む様々な支持体上のパラジウム、白金、ロジウ
ム、またはルテニウムが挙げられる。触媒の添加量は、１重量％～１００重量％の範囲と
することができる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０３５６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０３５６】
　実施例６
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【化１６３】

　工程１：化合物１７の合成
　ＭｅＣＮ（２００ｍＬ）中のメチル２－（（ジフェニルメチレン）アミノ）アセテート
１５（２４．６ｇ）の溶液に、ＤＢＵ（１．４５ｍＬ）、続いてｔｅｒｔ－ブチルアクリ
レート１６（１７．０ｍＬ）を加えた。得られた黄色の溶液を室温（２５℃）で攪拌した
。２４時間後、反応が停止したことが判明したため、追加のアクリル酸ｔｅｒｔ－ブチル
１６（４．２６ｍＬ）部分を加えた。反応が完了したと判断された時点で（ＬＣＡＰで約
３％のＳＭが残存）、溶液を減圧下で約３倍量（約７０ｍＬ）に濃縮し、次の工程に移行
した。化合物１７のＬＣＭＳ：ＬＣ－ＭＳ ｍ／ｅ 計算値３８２．２ （Ｍ＋１）；実測
値 ３８２．２。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０４０１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０４０１】
　上記の手順により、生成物３７の鏡像異性体の高比率（＞９９．７５：０．２５）がも
たらされた。特に温度制御に関する偏差は、＜９８：２の比率をもたらし得る。上記の手
順を使用した典型的な反応のキラルＨＰＬＣクロマトグラムの例を図１９Ａに示す（化合
物３７　９．１９分に溶出、面積３１０９５１６、面積百分率９９．９４、高さ１６１１
９４；Ｒ－鏡像異性体　６．２７分に溶出、面積１７９１、面積百分率０．０６、高さ１
０６）。３５の添加後、及びＳＴＡＢの添加前に、６時間の間、反応温度をＴｉ＝１５～
２０℃に維持した非定型反応のキラルＨＰＬＣクロマトグラムの例を図１９Ｂに示す（化
合物３７　９．４７分に溶出、面積４３６６１５１、高さ２５９１１８；Ｒ－鏡像異性体
　６．３２分に溶出、面積８００９１、高さ４５４３）。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図２２】

【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】図面
【訂正対象項目名】図２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
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【図２３】
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